
　

天
台
仏
教
青
年
連
盟
の
会
報
発
行

に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
天
台
宗
を
始
め
延
暦
寺

一
山
、
全
国
の
天
台
宗
寺
院
ご
住
職

様
、
各
教
区
仏
青
会
員
の
皆
様
に
は

私
ど
も
天
台
仏
教
青
年
連
盟
の
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
特
に
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
並
び
に

防
災
士
資
格
取
得
に
対
し
ま
し
て
、

一
宗
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
わ

り
、
継
続
的
な
活
動
の
大
き
な
励
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
日
本
各
地
に
お
い

て
、
地
震
・
津
波
・
竜
巻
・
火
山
噴
火
・

台
風
・
大
雨
等
の
自
然
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
多
く
の
各
教
区
仏
青
会

員
が
被
災
地
に
出
向
き
、
積
極
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
防
災
・
減
災
・

備
災
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
人

材
育
成
を
目
指
し
、
防
災
士
育
成
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
会

員
を
中
心
に
、
天
台
宗
教
師
四
十
六

名
が
新
た
に
資
格
を
取
得
し
、
こ
れ

ま
で
の
有
資
格
者
を
含
め
る
と
合
計

五
十
一
名
の
防
災
士
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
の
資
格
を
有
し
た
天
台
宗
教

師
は
、
伝
教
大
師
様
の
「
忘
己
利
他
」

の
御
教
え
を
拝
戴
し
て
行
動
す
る
た

め
に
、
仏
青
連
盟
と
は
別
の
団
体
と

し
て
、
平
成
二
十
六
年
五
月
に
、
天

台
宗
防
災
士
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
宗
教
界
初
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
仏
青
連
盟
と
致
し
ま

し
て
も
、
今
後
は
天
台
宗
と
防
災
士

協
議
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
防

災
・
減
災
・
備
災
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
九
月
二
十
九
日
～
三
十

日
、
全
国
結
集
を
、「
天
台
青
年
僧
が

い
ま
学
ぶ
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

埼
玉
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
第
二
期
を

翌
年
に
控
え
、
伝
教
大
師
最
澄
様
の

御
教
え
を
学
び
直
す
機
会
と
捉
え
、

邂
　
逅

        

天
台
仏
教
青
年
連
盟
代
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講
師
に
早
稲
田
大
学
教
授
、
大
久
保

良
峻
先
生
を
お
迎
え
し
、
第
一
部
で

は
「
天
台
宗
の
特
質
」
と
第
二
部
で

は
「
伝
教
大
師
最
澄
の
仏
教
」
に
つ

い
て
、
二
部
構
成
で
行
い
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
二
〇
〇
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

代
表
任
期
中
を
含
め
、
仏
青
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
天
台
青
少
年

比
叡
山
の
集
い
や
仏
青
諸
行
事
を
通

じ
て
邂
逅
し
、
一
所
懸
命
に
実
践
す

る
中
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
縁
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
全
て
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
仏
青
連
盟
の
更
な
る
発

展
の
た
め
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
十
七
年
乙
未
歳
も
早
、

二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
天
台
仏
教

青
年
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

場
で
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
下
さ
る

事
、
誠
に
頼
も
し
い
限
り
で
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
総
本
山
延
暦
寺
の
法
燈
護
持

に
又
、
諸
法
務
事
業
の
執
行
に
あ
た

り
積
極
的
な
ご
協
力
ご
奉
仕
を
い
た

だ
き
深
謝
に
重
ね
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

小
職
、
昨
年
六
月
末
に
前
任
武
覚

超
師
の
後
を
承
け
延
暦
寺
執
行
に
就

き
已
に
八
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

天
台
宗
総
本
山
法
燈
護
持
に
微
力
な

が
ら
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
法
助
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

扨
て
時
恰
も
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大

法
会
第
二
期
執
行
に
重
ね
て
天
台
仏

　

多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
今
年
で

四
年
を
迎
え
ま
す
。

　

大
震
災
発
生
か
ら
今
日
ま
で
天
台

仏
教
青
年
連
盟
様
の
活
動
は
迅
速
か

つ
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」
と
い
う
宗

祖
大
師
の
み
教
え
を
身
を
以
て
示
さ

れ
た
こ
と
は
ご
同
慶
に
耐
え
な
い
次

第
で
あ
り
、
深
い
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
開

闢
し
ま
し
た
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会

は
、
本
年
三
月
に
第
一
期
の
「
慈
覚

大
師
一
千
百
五
十
年
御
遠
忌
」
の
円

成
を
迎
え
、
第
二
期
に
入
り
ま
す
。

　

第
一
期
、
第
二
期
を
通
じ
て
の
最

大
の
記
念
事
業
は
、
六
十
年
ぶ
り
の

「
根
本
中
堂
大
改
修
」で
あ
り
ま
す
。 

教
青
年
連
盟
の
組
織
発
足
も
節
目
の

四
十
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
宗
内
は

元
よ
り
社
会
へ
の
更
な
る
諸
活
動
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
事
、
大
い
に
ご
期

待
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

偶
々
昨
年
十
一
月
、
全
国
宗
務
所

長
会
議
が
あ
り
ま
し
た
折
り
、「
天
台

宗
防
災
士
協
議
会
」
の
発
足
報
告
と

今
後
の
活
動
に
向
け
て
同
会
井
藤
圭

順
会
長
さ
ん
の
代
理
と
し
て
、
西
郊

良
貴
、
林
俊
康
両
副
会
長
さ
ん
よ
り

熱
い
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
の

天
台
仏
青
の
皆
様
に
よ
る
活
動
は
迅

速
且
つ
積
極
的
な
事
で
あ
っ
た
が
、
連

系
行
動
等
の
反
省
点
を
踏
ま
え
『
寺
の

地
域
的
役
割
を
活
か
し
速
や
か
な
被

災
者
支
援
の
為
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
努
め
た
い
』」
と
の
お
話
で
、
と

も
す
る
と
信
仰
心
宣
揚
だ
け
に
囚
わ

れ
気
味
の
私
に
と
っ
て
地
域
と
一
帯

と
な
っ
て
の
寺
院
活
動
の
在
り
方
を

教
示
い
た
だ
く
も
の
と
な
り
、
総
本
山

に
あ
り
ま
し
て
も
防
災
士
の
諸
活
動

の
み
な
ら
ず
、
伝
教
大
師
さ
ま
の
「
一

目
の
羅
、
鳥
を
得
る
事
能
わ
ず
」、「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」
の
お
言
葉
通

り
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て

努
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

御
挨
拶

天
台
宗
宗
務
総
長　
　
　
　

木
ノ
下 

寂
俊

御
挨
拶延

暦
寺
執
行　
　
　
　

小
堀 

光
實

根
本
中
堂
は
宗
祖
伝
教
大
師
の
お
言

葉
の
柱
「
道
心
」
を
形
に
し
た
堂
宇

で
あ
り
、
天
台
宗
信
仰
の
要
で
も
あ

り
ま
す
。

　

比
叡
山
に
つ
い
て
最
澄
上
人
は

「
お
の
ず
か
ら
住
め
ば
持
戒
の
こ
の

山
は
、
ま
こ
と
な
る
か
な
依
身
よ
り

依
所
」
と
詠
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

修
行
す
る
に
は
環
境
が
大
事
で
あ

る
と
の
御
諭
し
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
最
も
中
心
が
根
本
中
堂
で
あ
り
ま

す
。
私
ど
も
天
台
宗
徒
に
は
根
本
中

堂
を
美
し
い
姿
で
の
ち
の
世
に
伝
え

る
使
命
が
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
祖

師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
奉
修
に
つ
き
ま

し
て
は
、
天
台
仏
教
青
年
連
盟
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
絶
大
な
る
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

http: / /www.t-y-b-a .com/ (2)  



天
台
仏
青
連
盟
　
　
　
　 

事
務
局
次
長　

横
山
大
山

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
三
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
天
台
仏

教
青
年
連
盟
で
は
少
し
で
も
被
災

地
の
復
興
の
役
に
立
て
れ
ば
ま
た
、

笑
顔
を
届
け
ら
れ
れ
ば
と
開
催
し

た
連
盟
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
平

成
二
十
六
年
三
月
十
二
日
・
十
三

日
に
行
っ
た
活
動
で
五
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島

地
区
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
三
遊
亭
兼
好
師
寄

席
・
花
仙
師
大
神
楽
の
公
演
を
行
い

ま
し
た
。
全
国
の
仏
青
会
員
約
四
十

名
が
参
加
を
し
て
、
十
二
日
は
、
南

相
馬
地
区
の
仮
設
住
宅
へ
十
三
日
の

公
演
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
作
業
を
行

い
、「
面
白
そ
う
だ
な
い
」
と
の
声
も

住
民
の
方
々
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

十
三
日
の
午
前
中
は
天
台
仏
青
福
島

の
方
々
と
一
緒
に
仮
設
住
宅
集
会
所

に
お
い
て
サ
ロ
ン
活
動
を
行
い
、
住

復
興
支
援
合
同
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

東
日
本
大
震
災

民
の
方
々
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
午
後
に
は
、

三
遊
亭
兼
好
師
寄
席
・
花
仙
師
大

神
楽
公
演
を
行
い
、
百
名
を
超
え
る

方
が
お
見
え
に
な
り
、
寄
席
で
は
終

始
笑
い
が
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
ま

た
、
大
神
楽
で
は
息
を
飲
み
そ
の
演

技
に
見
惚
れ
て
い
ま
し
た
。

　

公
演
が
終
わ
り
、
皆
様
が
戻
ら
れ

る
時
に
「
あ
り
が
ど
な
い
」・「
楽
し
が

っ
た
よ
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
が
、
い
ち
早
く
復
興
出
来

る
よ
う
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

天
台
仏
教
青
年
連
盟
と
し
て
は
、
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
、
こ
の
合
同
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
御
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
仏
青
会
員

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
次
回
開
催
す
る
場
合
に
は
、
御

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

(3)   ht tp: / /www.t-y-b-a .com/



大
会
よ
り
二
百
名
を
超
え
る
多
く
の

各
教
区
仏
青
会
員
が
一
堂
に
会
す
る

こ
と
で
、
と
て
も
有
意
義
な
親
睦
の

場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

翌
日
の
移
動
研
修
で
は
、
慈
覚
大

師
円
仁
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
喜
多

院
と
中
院
へ
参
拝
し
特
に
喜
多
院
で

は
慈
恵
堂
に
お
い
て
護
摩
供
を
厳
修

し
、
日
本
各
地
の
被
災
地
域
の
早
期

復
興
と
世
界
平
和
を
参
加
者
と
共
に

祈
祷
い
た
し
ま
し
た
。
昼
食
後
は
小

江
戸
川
越
の
散
策
を
行
い
、
そ
の
後

に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
結
集
開
催
教
区
と
い

た
し
ま
し
て
、
埼
玉
仏
青
会
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
至
ら
ぬ
点

も
多
く
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、

ご
容
赦
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
埼
玉
教

区
を
は
じ
め
、
多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
対

し
御
礼
申
し
上
げ
、
平
成
二
十
六

年
度
天
台
仏
教
青
年
連
盟
全
国
大

会
埼
玉
結
集
が
魔
事
な
く
円
成
出

来
ま
し
た
事
へ
の
感
謝
と
ご
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
す
。

天
台
仏
教
青
年
連
盟
全
国
大
会

埼
玉
結
集

埼
玉
仏
青　
　

土
屋 

直
樹

せ
、
少
し
ず
つ
準
備
を
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
当
会
で
は
、
天
台
宗
の
僧

侶
は
古
来
よ
り
学
問
を
特
長
と
す
る

こ
と
を
重
視
し
、
祖
師
鑽
仰
大
法
会

期
間
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
天
台
宗

の
教
義
と
伝
教
大
師
最
澄
の
御
教
え

に
立
ち
帰
っ
て
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
埼
玉
結
集
開
催

に
あ
た
り
『
天
台
青
年
僧
が
い
ま
学

ぶ
べ
き
こ
と
』
を
テ
ー
マ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
早
稲
田
大
学
教

授
で
あ
る
大
久
保
良
峻
先
生

を
お
招
き
し
、「
天
台
宗
の
特

質
」
と
「
伝
教
大
師
最
澄
の
仏

教
」
の
二
部
に
亘
っ
て
大
変

貴
重
な
ご
講
演
を
賜
り
ま
し

た
。
最
新
の
天
台
教
学
を
大

変
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い

た
だ
き
、
我
々
天
台
青
年
僧

に
お
け
る
学
問
の
重
要
性
を

改
め
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、
全
国

　

平
成
二
十
六
年
度
天
台
仏
教
青
年

連
盟
全
国
大
会
埼
玉
結
集
の
ご
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
結

集
研
修
委
員
会
に
お
い
て
開
催
を
打

診
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
の
第
一

回
定
例
代
議
員
会
に
お
い
て
立
候
補

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
埼
玉
結
集
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

当
会
で
は
実
行
委
員
会
を
発
足
さ

天台宗の共済

かけがえのない寺院建物

収容動産を火災や水災等の

様々な災害からお護りする

天台宗災害補償制度
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こ
の
度
、
天
台
宗
防
災
士
協
議
会

を
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日
に

設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二

月
十
七
日
・
十
八
日
に
天
台
宗
・
天

台
仏
教
青
年
連
盟
が
合
同
で
開
催
し

た
「
防
災
士
育
成
研
修
会
」
で
防
災

士
と
な
っ
た
会
員
を
中
心
に
、
宗
内

に
お
け
る
防
災
士
で
組
織
さ
れ
た
会

で
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、
伝
教
大
師
様
の

『
忘
己
利
他
』
の
御
教
え
を
根
本
に
、

防
災
士
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
自
助
」 

─
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

「
共
助
」 

─
地
域
・
職
場
で
助
け
合
い
、 

　

被
害
拡
大
を
防
ぐ
。

「
協
働
」 

─
市
民
・
企
業
・
自
治
体
・
防
災 

　

機
関
等
が
協
力
し
て
活
動
す
る
。

に
基
づ
い
て
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
迅
速
的
な
支
援
活
動
を
行
う
た
め

の
知
識
・
技
術
の
取
得
、
災
害
時
の

情
報
収
集
・
支
援
活
動
、
平
時
に
お

け
る
防
災
・
減
災
活
動
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
昨
年

の
長
野
県
、
山
形
県
、
兵
庫
県
、
広

島
県
等
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
、
長

野
県
北
部
で
発
生
し
た
地
震
に
お
い

て
、
各
地
の
仏
教
青
年
会
と
協
力
す

る
形
で
災
害
支
援
活
動
、
情
報
収
集

活
動
を
実
施
し
、
資
格
取
得
時
に
得

た
知
識
を
知
識
だ
け
で
終
わ
ら
す
こ

と
な
く
、
災
害
現
場
に
お
け
る
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
発
生
し

た
災
害
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
支
援
活
動
、
天
台
宗
の
災
害

対
策
へ
の
協
力
、
会
員
の
技
術
向
上

の
た
め
の
研
修
会
開
催
、
教
区
・
地

域
に
お
け
る
講
習
会
な
ど
へ
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
等
、
防
災
・
減
災
に
関

わ
る
活
動
を
天
台
宗
・
天
台
仏
教

青
年
連
盟
・
各
種
団
体
な
ど
と
協

力
し
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

し
か
し
、
天
台
宗
内
の
防
災
士
は

五
十
一
名
し
か
お
り
ま
せ
ん
。
近

い
将
来
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

大
災
害
に
備
え
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ

防
災
士
の
数
が
足
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。
今
後
、
防
災
士
育
成
研
修

会
を
計
画
的
に
実
施
し
、
増
員
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
仏
教
青
年
会
会
員
の
積

極
的
な
防
災
士
資
格
取
得
・
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
防
災
士
資
格
を
取
得
し
て
い

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

協
議
会
に
入
会
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

天
台
宗
防
災
士
協
議
会
設
立

天
台
宗
防
災
士
協
議
会　

副
会
長　

西
郊 

良
貴

仏像  仏具  念珠  記念品

（株）髙  橋  法  輪  堂

〒120-0001

東京都足立区大谷田 3‐8‐12
TEL03（5849）3853 FAX03（5849）3863
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第
三
十
六
回  

東
日
本
仏
青
親
睦
野
球 

信
越
大
会

　

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に

信
越
仏
青
主
催
に
よ
る
東
日
本
親
睦
野
球
大

会
が
行
わ
れ
、
各
仏
青
様
よ
り
一
五
〇
名
を

越
え
る
会
員
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
に
は
信
州
松
本 

美
ヶ
原
温
泉
に

て
熱
く
懇
親
を
深
め
、
翌
日
の
野
球
大
会
の

リ
ー
グ
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

も
終
わ
っ
た
二
十
二
時
頃
、
俄
に
雨
が
強
ま

り
翌
日
の
大
会
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
け
て
第
二
日
目
。
朝
靄
の
中
、

空
を
見
上
げ
れ
ば
青
空
が
広
が
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
状
況
を
確
認
に
行
っ
た
当
会
員
か
ら

の
「
問
題
な
く
プ
レ
イ
が
出
来
ま
す
」
の
報
告

に
一
同
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
快
晴
の
中
始
ま
っ
た
親
睦
野
球
大

会
。
午
前
は
三
チ
ー
ム
毎
の
リ
ー
グ
戦
、
午
後

は
勝
ち
進
ん
だ
四
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
。
白
熱
し
た
試
合
、
笑
顔
の
溢
れ
る

試
合
と
様
々
な
中
、
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
残
っ

た
の
は
兵
庫
・
岡
山
合
同
チ
ー
ム
、
南
総
チ
ー

ム
、
茨
城
チ
ー
ム
、
埼
玉
チ
ー
ム
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
は
、
更
に
引
き
締
ま
っ
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
茨
城
チ
ー
ム
さ
ん

で
し
た
。
今
大
会
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
、

三
振
・
エ
ラ
ー
等
が
あ
っ
た
場
合
に
一
〇
〇

円
程
度
の
募
金
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
全

チ
ー
ム
合
わ
せ
て
三
万
七
千
四
百
円
も
の
浄

財
が
集
ま
り
、
そ
の
全
額
を
救
援
委
員
会
を

通
じ
て
募
金
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事

を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
準
備
不
足
の
中
、
本

大
会
を
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
事
は
各
教

区
の
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
事
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
仏
青
親
睦
野
球
大
会
に
参
加
し
て

 

栃
木
仏
青
　
源
田 

清
弘

　
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
六
・
二
十
七
日
、
長
野
県
の
松
本

市
に
て
、
天
台
仏
教
青
年
会
甲
信
越
十
二
チ
ー
ム
に
よ
る
第

三
十
六
回
東
日
本
仏
青
親
睦
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
日
目
は
会
場
で
あ
る
「
美
ヶ
原
温
泉
ホ
テ
ル
翔
峰
」
で

は
各
仏
青
か
ら
の
多
く
の
参
加
者
、
来
賓
を
含
め
約
一
七
〇

名
が
集
ま
り
、
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
、
試
合
抽
選
会
や
各

チ
ー
ム
紹
介
な
ど
、
大
変
盛
大
か
つ
和
や
か
に
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
次
回
開
催
地
で
あ
る
当
栃
木
仏
青
が
締

め
の
言
葉
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
日
目
の
二
十
七
日
、
昨
日
か
ら
夜
半
ま
で
降
り
続
い

た
雨
天
の
心
配
も
早
朝
に
は
払
拭
さ
れ
て
、
ま
さ
に
絶
好
の

野
球
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
あ
ず
さ
運
動
公
園
に

て
、
参
加
チ
ー
ム
は
四
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
分
か
れ
、
雄
大
な
北

ア
ル
プ
ス
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
宣
言
時
に
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り
、
三
振
な

ど
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
必
然
的
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
が

課
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
大
会
で
し

た
。
白
熱
し
た
試
合
が
続
け
ら
れ
、
各
チ
ー
ム
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
イ
も
続
出
し
、
昼
一
時
過
ぎ
に
は
中
間
発
表
。
珍
プ
レ
イ

好
プ
レ
イ
発
表
も
盛
り
上
が
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
上

が
っ
た
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
、
予
選
敗
退
チ
ー

ム
は
各
自
自
由
と
な
り
、
と
て
も
時
間
配
分
の
上
手
な
進
行

で
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
優
勝
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど

激
し
い
戦
い
と
な
り
決
勝
戦
は
茨
城
チ
ー
ム
と
南
総
チ
ー

ム
。
見
事
優
勝
は
昨
年
に
引
き
続
き
茨
城
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
次
の
大
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
栃
木
教
区
と
し
て

は
、
来
年
の
五
月
十
一
・
十
二
日
を
目
標
に
教
区
青
年
会
一

丸
と
な
っ
て
来
年
度
を
執
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
大
会

の
よ
う
に
、
汗
を
か
き
な
が
ら
、
我
々
青
年
僧
侶
間
の
親
交

が
深
ま
り
ま
す
よ
う
に
精
一
杯
準
備
を
重
ね
て
皆
様
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

信
越
仏
青　
　

小
林 

玄
超
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十
月
二
十
三
日
、
第
六
回
西
日
本

仏
教
青
年
会
連
絡
協
議
会
が
岡
山
全

日
空
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
約
五
十
名
の
西
日
本
の
各

仏
青
会
員
が
参
加
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
特
定
非
営
利
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理

事
・
国
際
部
部
長
難
波
妙
氏
、
天
台

宗
防
災
士
協
議
会
会
長
井
藤
圭
順

師
、
同
副
会
長
西
郊
良
貴
師
、
ま
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
Ｒ
Ｎ
Ｎ
（
人

道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
委
員
長
永
宗
幸
信
師
を
お
迎
え

し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
防
災
・

備
災
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
後
、
岡
山
天
台

仏
教
青
年
会
の
今
井
龍
晋

会
長
よ
り
、
災
害
発
生
時

に
仏
青
・
寺
院
と
し
て
ど

の
よ
う
に
救
援
活
動
に
あ

た
る
か
を
、
救
援
活
動
の

先
駆
で
あ
り
幅
広
く
活
躍

中
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
・
Ｒ
Ｎ
Ｎ

と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

し
て
多
く
を
学
ぶ
場
と
な

る
様
に
、
と
い
う
今
会
の

主
旨
を
中
心
に
挨
拶
が
あ

り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
各
団
体
の
紹

介
、
活
動
の
意
義
と
目

的
、
各
団
体
の
緊
急
時
に

お
け
る
活
動
、
そ
し
て
ど
の
様
な
団

体
と
協
力
す
る
と
よ
り
有
意
義
と

感
じ
る
か
、
と
い
っ
た
次
第
内
容
に

沿
っ
て
、
実
際
の
活
動
経
験
を
織
り

混
ぜ
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
難
波
氏
は
、
東

日
本
大
震
災
の
救
援
活
動
の
際
に

一
隅
を
照
ら
す
総
本
部
と
の
連
携

活
動
を
行
っ
た
事
、
災
害
救
援
時
の

ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
重
要

性
、
寺
院
の
持
つ
地
域
と
の
繋
が

り
（
家
族
情
報
・
地
域
情
報
）
が
よ

り
良
い
対
策
を
講
じ
る
要
因
の
一

つ
と
な
る
事
、
等
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
Ｒ
Ｎ
Ｎ
永
宗
師
は
、
多
宗
教
間

の
連
携
に
よ
る
活
動
の
中
で
、
宗
教

者
と
し
て
出
来
る
事
、
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
を
行
う
事
で
、
他
に
は

出
来
な
い
心
の
ケ
ア
が
可
能
と
な

る
事
、
ま
た
各
地
域
と
の
宗
教
を
越

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
よ

り
幅
広
い
情
報
の
共
有
や
発
信
が

可
能
と
な
り
、
そ
れ
を
救
援
活
動
に

活
か
せ
る
事
等
、
実
例
を
踏
ま
え
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
天
台
宗
防
災
士

協
議
会
か
ら
は
、
災
害
発
生
に
備
え

る
事
（
備
災
）、
自
助
か
ら
共
助
、
協

働
へ
繋
げ
て
い
く
事
、
ま
た
発
足
間

も
な
い
た
め
、
様
々
な
団
体
と
の
協

力
を
通
じ
て
活
動
手
段
を
学
ん
で

い
く
事
、
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
聞
く
事

に
よ
っ
て
、
各
々
参
加
者
が
災
害
救

援
時
に
寺
院
が
出
来
る
事
、
地
域
で

出
来
る
事
、
ま
た
常
に
備
え
る
と
い

う
事
を
提
起
さ
せ
る
意
義
あ
る
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
六
回  

西
日
本
仏
教
青
年
会
連
絡
協
議
会

岡
山
仏
青　
　

吉
山 

亮
仁
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五
十
周
年
記
念
に
つ
い
て

創
立
四
十
周
年
の
御
礼
と
ご
報
告

　
教
区
仏
青
活
動
レ
ポ
ー
ト

去
る
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日
、
吉

田
山
神
宮
寺
薬
王
院
本
堂
に
於
い
て
、

茨
城
仏
青
創
立
五
十
周
年
記
念
法
要
と
し
て
、

「
如
法
写
経
十
種
供
養
式
」
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
事
は
、
歴
代
先
徳
、

各
御
住
職
様
、
又
、
仏
青
会
員
、
一
人
ひ
と
り

の
御
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
私
も
そ
の
一
人
と

し
て
、
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ

ま
で
の
行
程
と

言
い
ま
す
と
、

ま
ず
、
実
行
委

員
会
を
発
足
し
、

総
務
部
、
法
要

部
、
運
営
部
、
悉

曇
本
編
集
委
員

会
と
各
部
に
分

か
れ
、
其
々
の

立
場
で
ベ
ス
ト

を
尽
し
、
茨
城
仏
青
が
一
丸
と
な
れ
た
様
に
思

え
ま
し
た
。「
段
取
り
八
分
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
様
に
、
大
き
な
事
を
成
す
に
は
、
準
備
段
取

り
が
八
割
、
本
番
が
二
割
と
言
う
そ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
、
準
備
段
取
り
が
何
事
に
も
大
切
で

あ
り
、
今
回
、
五
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、
そ

れ
が
実
行
で
き
、
故
に
円
成
に
至
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
諸
先
輩
方
々
の
想
い
を
心
に
留

め
、
私
個
人
も
、
日
々
の
精
進
を
一
層
行
う
次

第
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
二
年
間
を
周
年

期
間
と
し
て
、
天
台
仏
青
連
盟
全
国

大
会
神
奈
川
結
集
の
開
催
、
結
集
の
講
師
と

し
て
お
招
き
し
た
天
台
宗
勧
学 

多
田
孝
正
先

生
の
講
義
録
の
発
行
、
記
念
祝
賀
会
、
山
陰
出

雲
地
方
へ
の
記
念
研
修
旅
行
、
最
後
に
記
念

誌
を
発
行
し
て
、
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業

は
皆
々
様
の
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
に

円
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

記
念
祝
賀
会
は
教
区
内
御
寺
院
諸
大
徳
様
、

歴
代
会
長
様
、
天
台
仏
青
連
盟
代
表
井
藤
圭
順

師
、
当
会
の
テ
レ
フ
ォ
ン
法
話
に
よ
る
布
教
活

動
に
お
い
て
、
多
大
な
ご
支
援
を
頂
戴
し
て
い

る
株
式
会
社
蓮
華
堂
社
長 

神
田
信
男
様
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
伝
統
や
歴
史
を
振
り
返
る
機
宜

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
結
集
の
講
義
録
は
大
会
に
参
加
さ
れ

た
皆
様
へ
、
記
念
誌
は
各
教
区
仏
青
様
ま
で
謹

呈
送
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
一
読
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

私
た
ち
は
す
で
に
、
次
の
周
年
事
業
に
向
っ

て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
厚
誼
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
略
儀
な
が
ら
書
中
に

て
御
礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

茨城
仏青

神奈川
仏青

　

茨
城
仏
青　

笹
沼 

俊
匡

　
　

神
奈
川
仏
青　

溝
江 

光
宣

http: / /www.t-y-b-a .com/ (8)  



　

平
成
二
十
六
年
度
の
中
央
研
修
会
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
天
台
仏
教
青
年
連
盟
の
役
員
方

と
も
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
祖
師
先
徳
鑽
仰

大
法
会
慈
覚
大
師
一
千
百
五
十
年
御
遠
忌
を
記

念
し
発
行
さ
れ
ま
し
た
『
法
華
三
昧
行
法
』
の

解
説
を
第
一
の
講
義
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
に
延
暦
寺
一
山
求
法
寺
住
職
武
覚
超

師
を
お
迎
え
し
、
四
時
間
に
わ
た
り
熱
の
こ
も

っ
た
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
日
本
天
台
に

お
け
る
法
華
三
昧
行
法
の
重
要
性
を
再
度
確
認

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
二
日
目
に
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
写
経

い
た
だ
き
ま
し
た
。
連
盟
会
員
の
皆
さ
ま
も
、

各
自
坊
で
写
経
会
等
を
開
催
さ
れ
て
い
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
写
経
を
先

導
す
べ
き
我
々
が
、
実
は
実
際
に
写
経
を
す
る

機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
や
は
り
、
檀
信
徒
の
方
に
指
導
を
す
る
か

ら
に
は
、
自
ら
行
う
こ
と
を
欠
い
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
～
能
言
能
行
～
宗
祖
の
お
言

葉
を
実
践
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

妙
法
蓮
華
経
写
経
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

数
年
は
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
年
の
中
央

研
修
会
参
加
者
が
少
し
ず
つ
書
き
上
げ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
参
加
者
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
意
見
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
、
天
台
宗
と
し

て
皆
さ
ま
に
研
修
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
を

精
査
し
、
来
年
度
の
研
修
会
も
計
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
平
成
二
十
六
年
度 

天
台
仏
教
青
年
中
央
研
修
会

天
台
宗
務
庁　

社
会
部　

社
会
課　

課
長　
　

高
見 

昌
良

「
中
央
研
修
会
を
終
え
て
」

兵
庫
仏
青　

宇
代 

阿
海

　　

こ
の
た
び
、
初
め
て
天
台
仏
教
青
年
中

央
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
日
目
は
延
暦
寺
一
山
求
法
寺
住
職
の

武
覚
超
先
生
よ
り
法
華
三
昧
行
法
の
解

説
と
実
習
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
法
華
三
昧
行
法
と
は

何
か
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
や
行
法
の
内
容

等
、
豊
富
な
資
料
を
交
え
て
じ
っ
く
り
と

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
ご
自
身
も

籠
山
中
に
法
華
三
昧
行
を
実
践
さ
れ
て
お

り
、
儀
軌
の
内
容
だ
け
で
な
く
実
体
験
も

踏
ま
え
た
行
の
取
り
組
み
方
や
心
構
え
に

つ
い
て
丁
寧
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
全
員
で
法
華
経
の
書
写
を
行

い
ま
し
た
。
定
め
ら
れ
た
時
間
で
の
写
経

で
し
た
が
、
先
生
の
講
義
で
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
「
ま
さ
に
一
心
に
精
進
す
べ
し
」（
法

華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
）
の
言
葉
を
心
掛

け
、
一
字
一
字
心
を
込
め
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
法
務
や
仕
事
を
す
る
上

で
の
取
り
組
み
方
を
省
み
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
時
間
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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仏
法
興
隆 

花
ま
つ
り
千
僧
法
要

〈 
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
　
奈
良
東
大
寺
大
仏
殿
に
て 

〉

　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日「
仏

法
興
隆 

花
ま
つ
り
千
僧
法
要 

～
統

合
の
祈
り
。
世
界
平
和 
す
べ
て
の
安

穏
の
た
め
に
～
」
が
奈
良
東
大
寺
に

全
国
よ
り
青
年
僧
が
集
結
し
盛
大
に

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
仏
殿
に
続
く
参
道
は
土
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
の
参
拝
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
四
百
名
を
超
え

る
青
年
僧
の
行
列
が
そ
の
中
を
進
み
、

大
仏
殿
へ
向
か
い
ま
し
た
。
一
行
は

大
仏
殿
の
盧
舎
那
仏
様
が
鎮
座
さ
れ

る
蓮
台
に
上
り
、
先
ず
天
台
宗
仏
教

青
年
連
盟
に
よ
る
声
明
「
散
華
」
が
奉

唱
さ
れ
、
声
明
に
合
わ
せ
て
参
加
者

全
日
本
仏
教
青
年
会　

事
務
局
長　

野
澤 

智
秀

全
員
で
散
華
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天

台
宗
青
年
僧
に
よ
り
清
く
荘
厳
さ
れ

た
大
仏
殿
に
お
い
て
、
各
加
盟
団
体

の
法
要
が
厳
修
さ
れ
、
東
大
寺
に
奉

納
さ
れ
た
大
般
若
経
六
百
巻
が
転
読

さ
れ
ま
し
た
。
結
び
に
は
伊
東
全
日

仏
青
理
事
長
に
よ
る
御
回
向
が
な
さ

れ
、
宗
派
を
超
え
た
統
合
の
祈
り
を

僧
俗
一
体
と
な
り
、
盧
舎
那
仏
様
へ

言
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
仏
殿
で
の
法
要
後
は
、
ア
シ
ョ

カ
ピ
ラ
ー
宝
塔
に
お
い
て
南
都
二
六

会
会
長
導
師
の
下
に
法
要
を
厳
修
し
、

参
道
で
は
広
宣
布
教
と
し
て
参
拝
者

の
方
々
に
「
花
の
種
」
を
配
布
す
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
千
僧
法
要
も
、

天
台
仏
教
青
年
連
盟
各

聖
の
御
尽
力
を
賜
り
、

大
円
成
致
し
ま
し
た
。

ご
理
解
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

千
僧
法
要

～
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
～

茨
城
仏
青　

赤
津 

道
明

　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
、

奈
良
県
東
大
寺
盧
舎
那
仏
御
宝
前
に

於
い
て
全
国
各
地
か
ら
宗
派
を
越
え

て
、
青
年
僧
の
方
々
が
集
結
し
仏
法

興
隆
花
ま
つ
り
千
僧
法
要
が
厳
修
さ

れ
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
及
び
各
地

災
害
復
興
祈
願
と
し
て
、
災
害
の
犠

牲
者
へ
の
追
悼
、
慰
霊
法
要
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
千
僧
法
要
は
私
に
と
っ
て
仏

青
に
入
会
し
て
間
も
な
い
中
で
の
参

列
と
な
り
、
他
宗
の
方
々
と
の
交
流

等
無
知
で
あ
り
緊
張
す
る
ば
か
り
で

し
た
が
、
大
仏
殿
に
続
く
参
道
を
威

風
堂
々
と
行
列
で
進
む
青
年
僧
の

方
々
を
拝
見
し
「
感
動
」
と
い
う
空
気

に
包
ま
れ
、
誇
り
に
変
わ
っ
た
の
を

感
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
一
行
が
向
か
っ
た
先
は
、
目

も
眩
む
様
な
大
仏
様
が
鎮
座
な
さ
れ

て
い
る
蓮
台
。
こ
の
蓮
台
に
約
三
百

名
も
の
青
年
僧
が
進
み
、
先
ず
始
め

に
天
台
宗
仏
教
青
年
連
盟
に
よ
る
声

明
が
奉
唱
さ
れ
、
声
明
に
あ
わ
せ
散

華
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
日
蓮
宗

の
凛
と
し
た
大
仏
殿
全
体
に
響
き

渡
る
題
目
、
真
言
宗
の
大
般
若
経
転

読
、
曹
洞
宗
の
威
勢
の
良
い
太
鼓
と

他
宗
派
の
法
要
を
間
近
で
拝
見
し
肌

で
感
じ
取
れ
た
こ
と
に
素
晴
ら
し
い

貴
重
な
時
間
、
そ
し
て
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
要
を
通
し
私
が
一
番
感
じ

得
た
こ
と
は
、
宗
派
を
越
え
て
青
年

僧
の
方
々
が
大
仏
様
、
そ
し
て
東
日

本
大
震
災
並
び
に
各
地
災
害
で
被
害

に
あ
わ
れ
た
方
々
に
同
じ
目
的
で
集

い
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
祈
り
続
け

る
姿
と
い
う
の
は
残
さ
れ
た
ご
家
族

の
苦
悩
、
そ
し
て
苦
痛
に
対
し
少
し

で
も
苦
し
い
想
い
を
和
ら
げ
、
安
ら

ぎ
に
変
わ
り
、
生
き
る
と
い
う
強
い

心
を
与
え
る
。
そ
の
様
な
空
間
に
同

列
出
来
、
私
も
一
心
不
乱
に
祈
り
捧

げ
ら
れ
た
事
に
心
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
、
そ
し
て
意
義
の
あ
る
法
要
で

あ
っ
た
と
自
負
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
様
な
時
代
の

流
れ
に
な
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
な

ど
無
知
の
世
界
で
あ
り
ま
す
が
千
僧

法
要
を
通
じ
感
じ
取
れ
た
他
宗
を
越

え
て
の
祈
り
を
そ
し
て
大
切
な
縁
と

い
う
も
の
を
次
世
代
の
青
年
僧
の

方
々
に
も
こ
の
仏
法
興
隆
を
通
じ
繋

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。

　

あ
の
日
あ
の
時
出
会
え
た
縁
を
生

涯
忘
れ
る
事
な
く
仏
の
教
え
を
学
び

そ
し
て
身
に
刻
み
、
苦
悩
さ
れ
て
い

る
人
々
の
糧
と
な
り
寄
り
添
え
る
様

な
僧
侶
と
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し

て
い
く
覚
悟
で
御
座
い
ま
す
。

〜 

統
合
の
祈
り
。 

世
界
平
和

　  

　
す
べ
て
の
安
穏
の
た
め
に 

〜

http: / /www.t-y-b-a .com/ (10)  



第
四
十
九
回  

天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い

〜
伝
教
大
師
最
澄
様
の
人
材
育
成
の
具
現
と
し
て
〜

三
つ
の
実
践
項
目
）・
平
和
の
合
い

言
葉
（
世
界
の
平
和
を
目
指
す
三
つ

の
目
標
）・
発
心
会
・
三
塔
巡
拝
・

営
火
と
い
う
五
つ
の
柱
を
実
践
し
ま

す
。
宗
祖
伝
教
大
師
が
そ
の
ご
生
涯

を
人
材
育
成
に
捧
げ
た
よ
う
に
、
未

来
の
人
材
を
育
成
し
て
い
る
と
い
う

こ
の
研
修
こ
そ
、
ま
さ
に
宗
祖
の
思

い
を
現
代
に
具
現
化
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
年
度
の
「
集
い
」
は
、

被
災
さ
れ
た
教
区
か
ら
の

参
加
者
も
含
め
、
全
国
か

ら
百
八
十
九
名
の
研
修
生

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
指
導
を
担

当
す
る
の
は
、
実
行
委
員

を
始
め
、
全
国
の
仏
教
青

年
会
の
会
員
を
中
心
と
し

た
六
十
八
名
の
若
い
リ
ー

ダ
ー
達
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

は
一
丸
と
な
っ
て
、
研
修

生
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と

の
な
い
よ
う
気
を
引
き
締

め
、
よ
り
安
心
で
魅
力
的
な
研
修
と

な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
今
年
は

幸
い
、
期
間
中
が
比
較
的
涼
し
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
体
調
を
崩
す
研
修

生
は
ほ
ぼ
お
ら
ず
、
研
修
が
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、「
集
い
」
は
い
よ
い
よ
来

年
、
他
の
団
体
に
先
駆
け
て
五
〇
回

を
迎
え
ま
す
。
実
行
委
員
会
で
は
節

目
の
第
五
〇
回
に
向
け
て
、
何
か
記

念
に
な
る
こ
と
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
。
企
画
が
決
定
次
第
、
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
現
役
リ
ー
ダ
ー
は
元
よ
り
、
Ｏ

Ｂ
の
方
々
に
も
ご
支
援
・
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
も
研
修
生
も
、
全
国
か

ら
満
遍
な
く
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
天
台
仏
青

連
盟
と
全
国
の
仏
教
青
年
会
の
ご
協

力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の｢

集
い｣

は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
、
ど

の
よ
う
な
形
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で

「
集
い
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
宗

祖
の
思
い
を
具
現
し
て
い
る
こ
の
素

晴
ら
し
い
研
修
を
共
有
し
、
さ
ら
に

後
世
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
長　
　

寺
本　

亮
晋

　
「
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
」

は
、
天
台
宗
と
比
叡
山
の
共
催
の

下
、
全
国
の
小
学
六
年
生
か
ら
中
学

三
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
毎
年

八
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
研
修
で
す
。

研
修
生
は
、
比
叡
山
と
い
う
環
境
の

中
、
三
つ
の
誓
い
（
伝
教
大
師
が
目

指
し
た
国
宝
的
人
材
と
な
る
た
め
の

京都市左京区北白川上池田町12-1

〒606-8287

TEL 075-723-8865
FAX 075-723-8867

〒600-8503
京都市下京区堀川通新花屋町角（西本願寺前）
電話　075-365-0001（代）　FAX　075-353-7021

東京店／東京都新宿区三栄町11-6
電話　03-3358-1500（代表）

代表取締役社長　幾田　潤

〒600-8334
京都市下京区油小路通六条南入
電　話（075）３５１-１３６７
ＦＡＸ（075）３５１-１４７６
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●
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

全国大会「兵庫結集」のご案内
平成27年11月4日㈬〜5日㈭

書写山圓教寺／姫路キャッスルグランヴィリオホテル等

天台仏教青年連盟HPの
ご案内

　日本仏教の母山「比叡山」を本山とする私たち天台宗では、
悠久の歴史の中、宗祖伝教大師をはじめ、多くの祖師先徳が
お示しになられた御教えを受け継ぎ、その志を次の世代に
引き継いでいくのは責務であります。しかし近年の社会情
勢の中、伝統の上に胡座をかいているだけでは、近い将来仏
教は衰退してしまうという危惧が指摘されています。
　そこで、平成27年には、「光伝えよ法の灯」─相承と創
造─と題し、天台仏教青年連盟主催の全国大会兵庫結集を
開催し、この問題について天台青年僧として再認識し、活
路を見出す機会にしていただきたい考えています。
　また近年の全国大会結集ではホテルでの開催が多くなっ
ていますが、伝統の教えや文化を肌で感じていただけるよ
う古刹「書写山圓教寺」をメイン会場として考えています。
　講演は、噺家桂南光師をお迎えします。落語の世界にも
古くからの技芸・風習・思想を継承しながらも、新しい展
開を進め多くの人に認められているものがあります。そう
いった他の分野を参考にすることにより、天台青年僧に問
題提示ができればと考えます。
　大会を通じて、参加者が天台宗の青年僧侶として、祖師
先徳が築かれた礎を継承しながらも、今の時代の世相にあ
った宗教活動を模索し実践へとつなげていただければと
存じます。
　仏青会員各位には、お誘い合わせの上ご参加いただきま
すようお願い申し上げます。

〈兵庫天台仏教青年会結集実行委員長　大塚貫哲〉

http://www.t-y-b-a.com/
または『天台仏教青年連盟』で検索

　このHPは天台宗青年僧が連盟活動として、また各教

区仏青活動としてどのような事を行っているかを周知し

ていただけるように活動を掲載しております。

　全国の会員の皆様には他教区仏青の活動を知ってい

ただく事で自教区の活動の参考にしていただき、諸大徳

には青年僧の活動を周知いただければ幸いです。

　近年は複数仏青が合同

で行事を開催することや

他教区仏青活動に参加さ

れることも徐々に増えて

いることだと思います。教

区の垣根を越えた活動が

より一層活発化していく

ことも期待し、今後も更

新を行っていきます。会員

の皆様には各仏青活動の

報告をいただきますよう

お願い申し上げます。

〈情報通信委員会〉

●長野県南木曽町豪雨災害……合計 200,000円

●山形県南陽市豪雨災害 ………合計 190,000円

●平成26年徳島県台風11・12号災害

……………………………………合計 140,000円

●8月京都府・兵庫県豪雨災害 …合計 140,000円

●平成26年広島県大雨災害 …合計 496,436円

●長野県神城断層地震災害……合計 110,000円

●連盟地球救援募金……………合計 940,036円

合計 ……………………………… 2,216,472円

第37回 東日本仏青親睦野球
栃木大会のお知らせ

平成26年度天台仏教青年連盟

救援募金のご報告

【大会日程】

平成27年5月11日（月）～12日（火）
・11日／懇親会　・12日／野球大会

【大会会場】

石井緑地公園 4面（宇都宮市石井町2326）

【懇親宿泊会場】

ホテル ニューイタヤ
（宇都宮市大通り2丁目4-6）

★栃木仏青では、宇都宮市内での実施を企
画しております。教区仏青間の更なる交流
の場と成りますよう努めておりますので、
栃木仏青一同皆様のご参加をお待ちして
おります。

【問い合わせ】

栃木県天台仏教青年会事務局

※上記の支援金・募金は平成27年1月末日現在です。

ご協力いただきました各仏青様に感謝いたします。
今後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。

〈救援委員会〉

http: / /www.t-y-b-a .com/ (12)  



宗

議

会

議

員

（
寺
籍
簿
順
）

延
暦
寺
執
行

小

堀

光

實

天

台

宗

務

庁

天
台
宗
宗
務
総
長

木
ノ
下 

寂
俊

総
務
部
長阿

部

　昌
宏

法
人
部
長長

山

　慈
信

財
務
部
長田

中

　祥
順

教
学
部
長中

島

　有
淳

社
会
部
長角

本

　尚
雄

一
隅
を
照
ら
す
運
動 

総
本
部
長

横
山

　照
泰

天台仏教青年連盟

協賛金協力者ご芳名（敬称略）
皆様の絶大なる御支援に心より御礼申し上げます

近
畿
教
区

本
山
寺

百

濟

　寂

仁

兵
庫
教
区

八
葉
寺

國

岡

　惠

心

岡
山
教
区

千
光
寺

葉

上 

観

行

四
国
教
区

松
岳
寺

永

合  

韶

俊

東
海
教
区

延
命
寺

村

上

　圓

竜

東
京
教
区

深
大
寺

張

堂

　完

俊

東
京
教
区

大
圓
寺

　

寺

本

　亮

洞

北
総
教
区

東
榮
寺

玉

田 

法

信

南
総
教
区

観
明
寺

細

野

　舜

海

埼
玉
教
区

福
正
寺

大

澤 

貫

秀

群
馬
教
区

東
漸
寺

河

合 

祖

信

群
馬
教
区

妙
見
寺

小

川

　晃

豊

茨
城
教
区

如
意
輪
寺

船

戸

俊

宏

栃
木
教
区

圓
林
寺

澤

　最

伸

栃
木
教
区

光
樹
院

柴

田

　立

史

福
島
教
区

金
礼
寺

林

　
　光

俊

陸
奥
教
区

觀
音
寺

鮎

貝

　宗

城
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教
区
宗
務
所
長

（
寺
籍
簿
順
）

宗
内
御
寺
院
・
団
体

（
寺
籍
簿
順
）

５
口
以
上
ご
協
賛
の
方

山
形
教
区

柏
山
寺

冨

樫

　和

廣

近
畿
教
区

松
尾
寺

高

岡

保

博

兵
庫
教
区

長
光
寺

雲

井

明

善

岡
山
教
区

本
性
院

永

宗

幸

信

三
岐
教
区

常
住
寺

森

 

　
喜

良

東
海
教
区

成
願
寺

中

村

廣

文

神
奈
川
教
区

妙
樂
寺

溝

江

光

運

東
京
教
区

法
藏
院

杜

多

徳

雄

北
総
教
区

長
樂
寺

中

里

康

道

南
総
教
区

妙
音
寺

浅

野

玄

航

埼
玉
教
区

福
正
寺

木

本

清

玄

茨
城
教
区

圓
満
寺

酒

井

　貫

全

群
馬
教
区

西
光
寺

谷

　
　晃

昭

栃
木
教
区

月
藏
寺

齋

藤

宏

明

福
島
教
区

観
音
寺

矢

島

義

謙

陸
奥
教
区

満
福
寺

千

葉

亮

賢

玄
清
法
流

成
就
院

梶

谷

隆

幸

東
海
教
区

観
音
寺

戸

塚

　長

孝

九
州
西
教
区

宝
満
山
妙
香
庵

森

　
　妙

香

近
畿
教
区

那
智
山
青
岸
渡
寺

高

木

　亮

享

九
州
東
教
区

臨
濟
寺

秦

　
　順

照

東
海
教
区

明
光
院

酒

井

　妙

照

東
京
教
区

延
命
寺

宮

　
　光

通

三
岐
教
区

華
厳
寺

久

保

寺

　美

好

神
奈
川
教
区

東
圓
寺

鷹

野

　慈

誠

神
奈
川
教
区

天
王
院

生

方

　常

明

東
京
教
区

珠
院

杉

谷

　義

純

九
州
西
教
区

種
因
寺

倉

　聖

法
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天
台
仏
教
青
年
連
盟

代

　

表

副

代

表

副

代

表

事

務

局

長

事
務
局
次
長
・
庶
務

事
務
局
次
長
・
会
計

事
務
局
次
長
・
法
務

事
務
局
次
長
・
渉
外

会

計

監

査

会

計

監

査

井
藤

　圭
順

浅
野

　興
全

光
榮

　純
貴

藤
井

　祐
幹

横
山

　大
山

隈
井

　修
道

羽
馬

　康
俊

中
村

　隆
広

齊
藤

　哲
圓

礒
村

　良
定

布
教
広
報
委
員
会

委

員

長

副

委

員

長

担

当

役

員

担

当

役

員

久
保
寺
福
美

横
地

　全
倫

柳
沢

　光
元

米
谷

　向
史

青
木

　大
樹

室
生

　述
成

榎
戸

　俊
道

横
山

　大
山

中
村

　隆
広

南
総
教
区

笠
森
寺

小

川

　長

宏

南
総
教
区

恵
光
院

中

谷

　宥

惠

群
馬
教
区

常
圓
寺

綾

小

路

　乗

俊

群
馬
教
区

華
藏
寺

藤

井

　祐

順

東
京
教
区

養
玉
院

遠

賀

　亮

祐

東
京
教
区

観
音
寺

本

多

　賢

眞

福
島
教
区

西
藏
寺

横

山

　大

哲

北
総
教
区

證
明
寺

郡

司

　弘

道

北
総
教
区

長
福
寺

鈴

木

　晃

信

埼
玉
教
区

延
命
寺

河

野

　亮

仙

茨
城
教
区

福
性
院

寺

門

　俊

明

東
海
教
区

103

観

音

寺

群
馬
教
区

200

蓮

乘

院

埼
玉
教
区

123

圓

能

寺

信
越
教
区

45

光

明

寺

埼
玉
教
区

156

龍

寶

寺

滋
賀
教
区

69

浄

福

寺

三
岐
教
区

22

新

善

光

寺

埼
玉
教
区

137

長

福

寺

兵
庫
教
区

34

法

泉

院

茨
城
教
区

82

清

瀧

寺

73

神
奈
川
教
区

観

音

寺

茨
城
教
区

佛
性
寺

山

田

　純

永

誤記等がございましたらご容赦くださいますようお願い申し上げます。平成27年1月31日現在、ご協賛頂きました方を掲載しております。
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平
成
二
十
六
年
度 

常
任
委
員
会 

委
員
長
報
告

布
教
広
報
委
員
会

 

委
員
長
（
三
岐
） 

久
保
寺
福
美

滋賀・四国・三岐・東海
北陸・北総・茨城

─ 担 当 ─

情
報
通
信
委
員
会

 

委
員
長
（
群
馬
） 

谷
　
晃
仁

岡山・山陰・九州西
東京・群馬・陸奥

─ 担 当 ─

　

情
報
通
信
委
員
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

各
仏
青
活
動
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
全
国

の
会
員
に
は
他
教
区
仏
青
の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
自
教
区
の
活
動
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
諸
大
徳
に
は
青
年
僧

の
活
動
を
周
知
い
た
だ
く
こ
と
、
一
般
の

方
々
に
は
天
台
宗
青
年
僧
の
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

近
年
は
複
数
仏
青
が
合
同
で
行
事
を
開

催
す
る
こ
と
や
他
教
区
仏
青
活
動
に
参
加

さ
れ
る
こ
と
も
徐
々
に
増
え
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
教
区
の
垣
根
を
越
え
た

活
動
が
よ
り
一
層
活
発
化
し
て
い
く
こ
と

も
期
待
し
、
今
後
も
更
新
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
災
害
状

況
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
報
告
や
参
加
者
募
集
の
ツ
ー

ル
と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
各
仏
青
活
動
報
告
を
多
く
い

た
だ
き
益
々
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
協
力
申
し
上
げ
ま
す
。

　

連
盟
H
P
ア
ド
レ
ス
は
十
二
頁
に
記
載

が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
下
さ
い
。

救
援
委
員
会

 

委
員
長
（
福
島
） 

林
　
俊
康

京都・近畿・信越・南総
栃木・福島・山形

─ 担 当 ─

　

今
年
も
全
国
各
地
に
お
い
て
様
々
な

自
然
災
害
が
発
生
し
想
像
を
超
え
る
甚

大
な
被
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
そ
の
都

度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
托
鉢
に
よ
る

募
金
活
動
等
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

事
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

救
援
委
員
会
で
は
、
平
時
の
活
動
と

し
て
募
金
活
動
の
協
力
を
呼
び
か
け
、

結
集
や
代
議
員
会
等
で
も
募
金
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
災
害
時
に
お
い

て
は
災
害
救
助
法
の
適
用
を
参
考
に
し

て
義
援
金
を
拠
出
し
同
時
に
各
委
員
が

担
当
都
道
府
県
の
被
害
状
況
の
調
査

や
情
報
収
集
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

周
辺
教
区
仏
青
に
救
援
活
動
の
依
頼

を
す
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
支
援
団
体
と
し
て
一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
、
Ｐ
Ｍ
Ｊ
パ
ン
ニ
ャ
メ
ッ

タ
協
会
の
二
団
体
を
支
援
す
る
事
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
救
援
委
員
会

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
か
し
災
害
発
生
時
だ

け
で
な
く
、
平
時
に
お
い
て
も
連
盟
役

員
、
各
委
員
の
近
隣
仏
青
と
も
連
携
を

し
な
が
ら
活
動
を
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
会
報
「
天
台
佛
青

連
」
の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

昨
年
に
引
き
続
き
、
井
藤
代
表
が
強
く

推
し
進
め
る
「
災
害
に
強
い
仏
青
」
の

名
の
も
と
、
連
盟
主
催
の
復
興
支
援
合

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
、
天

台
宗
防
災
士
協
議
会
の
設
立
、
会
報
初

掲
載
と
な
る
西
日
本
連
絡
協
議
会
で
は

防
災
研
修
会
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
報
作
成
以
外
で
は
、
一
期
二

年
と
い
う
短
い
任
期
に
起
因
す
る
活
動

の
継
続
性
や
引
継
ぎ
の
問
題
を
改
善
す

べ
く
、
こ
れ
ま
で
は
主
だ
っ
て
委
員
長

の
み
が
し
て
い
た
引
継
書
作
成
を
、
副

委
員
長
、
担
当
役
員
ま
で
枠
を
拡
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
役
割
や
経
験
し

て
感
じ
た
課
題
等
を
踏
ま
え
て
作
成
す

る
事
で
、
役
員
改
選
後
の
新
委
員
が
よ

り
円
滑
に
活
動
が
出
来
る
様
に
努
め
ま

し
た
。

　

こ
の
会
報
誌
と
次
回
に
発
行
の
臨
時

号
を
も
ち
ま
し
て
現
委
員
で
の
活
動
は

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
引
き

続
き
ま
し
て
ご
愛
読
と
ご
指
導
の
程
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
集
研
修
委
員
会

　
委
員
長
（
神
奈
川
） 

西
郊 
良
貴

本山・兵庫・九州東
神奈川・埼玉・北海道

─ 担 当 ─

　

平
成
二
十
六
年
度
秋
の
代
議
委
員
会
の

結
集
研
修
委
員
会
の
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

結
集
の
開
催
教
区
の
選
定
を
始
め
、
開

催
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
準
備
の
お
手
伝

い
や
助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
央
研
修
会
の
テ
ー
マ
内
容
及
び
講
師
の

選
定
を
企
画
検
討
し
本
庁
と
連
携
を
は
か

り
な
が
ら
仏
青
会
員
諸
師
の
興
味
や
時
代

に
あ
っ
た
研
修
会
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
結
集
に
関
し
ま
し
て
は
、
埼
玉

仏
青
さ
ん
が
主
体
と
な
り
、
連
盟
役
員
と
委

員
会
と
幾
度
と
無
く
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て

二
百
名
を
超
え
る
大
変
多
く
の
仏
青
の
皆

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
委
員
会
と
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
は
兵
庫

教
区
仏
青
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
主
会
場

で
は
書
写
山
圓
教
寺
を
予
定
し
て
御
座
い
ま

す
。
全
国
の
仏
青
の
皆
様
に
は
多
く
の
御
参

加
と
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

◆
結
集
開
催
予
定

平
成
二
十
七
年
度 

・
兵
庫
教
区
仏
青

平
成
二
十
八
年
度 

・
北
海
道
教
区
仏
青

平
成
二
十
九
年
度
・
九
州
東
教
区
仏
青

平
成
三
十
年
度 

・
群
馬
教
区
仏
青
（
予
定
）

平
成
三
十
一
年
度 

・
岡
山
教
区
仏
青
（
予
定
）

平
成
三
十
二
年
度 

・
本
山
中
央
結
集

（
創
立
五
十
周
年
記
念
）

〜
編
集
後
記
〜

　

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、お

陰
を
も
ち
ま
し
て
な
ん
と
か
任

期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。思
い
起
こ
し
ま
す
と
綾

小
路
代
表
の
時
か
ら
当
委
員
会

に
配
属
さ
れ
、は
や
四
期
八
年

が
経
ち
ま
す
。そ
の
間
、仏
青
創

立
四
十
周
年
と
い
う
節
目
、ま
た

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
り
、

本
当
に
色
々
な
事
が
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
経

験
を
通
し
て
、様
々
な
方
と
接
す

る
な
か
で
沢
山
の
事
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。色
々
と
至

ら
ぬ
と
こ
ろ
ば
か
り
で
し
た
が
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
新
委
員
を
迎

え
、ま
た
新
た
な
企
画
、紙
面
が

創
ら
れ
ま
す
。本
年
宗
内
で
は
中

央
布
教
師
養
成
所
が
設
立
さ
れ

た
様
に
、布
教
や
広
報
活
動
は

時
代
と
共
に
様
々
に
変
容
し
て

い
き
、本
委
員
会
は
ま
だ
ま
だ

未
知
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ず

の
ご
愛
読
、な
ら
び
に
貴
重
な
ご

意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
様
に
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

布
教
広
報
委
員　

久
保
寺
福
美

http: / /www.t-y-b-a .com/ (16)  


